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1 は じ め に

一般に放牧哺育牛は舎飼い哺育牛に比べて発育が劣り,

小格になりやすい。)。 とくに肥育期において放牧育成が骨

の発育に及ぼす影響については十分検討されていない。本

報告では,放牧育成が日本短角種肥育牛の発育に及ぼす影

響を明らかにする一環として,筋肉重量との相関が高い1)

肢骨の発育について検討を加えた。

2試 験 方 法

供試牛として日本短角種去勢雄牛の2シ ーズン放牧肥育

牛 (仕上げ体重624■ 30″ ,と 殺時日齢778■ 21日 )15頭

及び舎飼い肥育牛 (仕上げ体重694■ 66″ ,と 殺時日齢

782■ 57日 )15頭 を用いた。なお 2シ ーズンロの放牧育成

は平場人工草地で180～ 200日 間行い,同期間舎飼い肥育

牛は粗飼料主体給与の育成を行った。育成後 ,これらを粗

飼料多給によって仕上もヽ 育した。

と殺解体後,左半丸から上腕骨,前腕骨,中手骨 ,大腿

骨 ,下腿骨および中足骨を採取 して福原ら2)の方法に従っ

て骨幹部の長さと最小周囲長を測定した。

3 結 果 及 び 考 察

2シ ーズン放牧IE育牛及び舎飼い肥育牛の肢骨測定値は

表 1に 示すとおりであった。

と殺時日齢の平均値の較差が 4日 間とわずかで,仕上げ

体重の平均値の較差が700と やや大きい両肥育牛の肢骨測

定値には,上腕骨を除き差異がみられなかった。上腕骨で

は舎飼い肥育牛の肢骨長と長さ/周 囲長比が 2シ ーズン放

牧肥育牛の値よりそれぞれ大きかった。この上腕骨につい

て仕上げ体重及びと殺日齢に対する肢骨長のそれぞれの回

帰式は図 1及 び図 2に示した。仕 上げ体重に対する上腕骨

長の直線回帰では,回帰直線の傾斜bの値が , 2シ ーズン

放牧肥育牛で00278と 舎飼い肥育牛の00043よ りも高 く,

両者の検定では 5%水準で有意な差があった (図 1)。 し

かし,と殺日齢に対する上腕骨長の直線回帰では一定の傾

向がみられなかった。これらのことは,月巴育期後半におい

て舎飼い肥育牛では体重増加に伴う上腕骨長の発育がゆる

やかとなっていたのに対して, 2シ ーズン放牧牛では上腕

骨の発達がまだ発活であったためと思われる。

日本短角種の雄牛及び雌牛では,肥育牛の育成期にあた

る12～ 18か月齢で著しく高い成長速度が体重並びに体各部

位測定値でみられるが,24か月齢以降はこれらの成長速度

が緩やかとなる4)。 しかし,マ ウス及びラットの肢骨発育

表 : 肢骨測定値

肢 骨 項  目
2シ ース ン

放牧肥育牛
舎飼い月巴育牛

上腕骨

長   さ(cの

周 囲 長(m)
長さ/周 囲長

10ソ ± 1 7

144± o3
117± o ll

146± 04
1 32+0 07

前腕骨

長  さ(cm,

周 囲 長(m)
長さ/周囲長

24 0■ 1 4

155± o5
161± 011

158± 05
164± 005

中手骨

り司  〔さ(cm,

周 囲 長 (m)
長 さ /周囲長

186=00
113士 o3
165± 006

115+06
1 66+0 0

大腿骨

長  さ(m)
周 囲 長(m)
長さ /目囲長

お 5± 11
139± 04
183± 011

258± 0'
143± 05
l Rl+00

下腿骨

長  さ(m)
周 囲 長(m)
長さ/周 囲長

27 9± 1 1

133± 01
210± 00

285± 12
137± 04

中足骨

さ(m)
長 (m)囲

さ
′

周

長

210± 06
117± 01

212± 07
121± 03

長さ/周 囲長 ± 0091176± 008

Y‐ 002'8X-0442
(r-0496)

Y‐ 00m3X+1600
(r-0035)

骨

　
長

（
Ｃ
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Y一 -00543× 5'3
(r‐ -0675)

700    8∞
日  齢 (日 )

図 2 日齢に対する上腕骨長の直線回帰

量を成長の各段階で測定 した清水
6)は

,成長期の後期にお

いて体幹に近い前腱骨の発育速度が相対的に高いことを報

じている。 2シーズン放牧肥育牛の上腕骨は育成期に発育

が抑制され,仕上げ肥育期にその遅れを取りもどしたもの

と推察される。 2シーズン放牧肥育牛の上腕骨を除く他の

肢骨の発育速度は,放牧育成期の 1日 当たり増体重が06
″以上あれば舎飼い肥育牛のそれに比べ大きな差がなく,

若千遅れがあっても肥育期にこれを回復 したものと思わ

れる。

次に, 2シ ーズン放牧肥育牛及び舎飼い肥育牛の肢骨測

定値と仕上げ体重並びにと殺日齢との単相関係数は表 2に

示した。

肢骨長及び長さ/周 囲長比と仕上げ体重との各単相関係

数によると,両肥育牛に共通する一定の傾向がみられなかっ

たが,各肢骨の周囲長と仕上げ体重との間にはそれぞれ正

の単相関係数が得られ,上腕骨 ,大腿骨及び下腿骨の値が

有意に高かった。肥育牛の肢骨周囲長は体重の増加に伴っ

て増加した。これは著者らうが先に報じた結果と同様であっ

た。一方,肢骨長,周囲長及び長さ′周 囲長比と,と 殺日

齢との各単相関係数では舎飼い肥育牛の肢骨周囲長のみ一

定の傾向があって正の値となり,なかでも前腕骨,大腿骨

及び中手骨のそれは有意であった。

4 ま  と  め

1 ほぼ同月齢で仕上げ体重に約70″ の較差のあった日

本短角種去勢雄の 2シーズン放牧肥育牛及び舎飼い肥育牛

の肢骨測定値は,上腕骨のそれを除き大きな差異がなく,

放牧育成が肥育牛の肢骨発育に及ぼす影響はわずかであ

表 2 体重及び日齢に対する肢骨測定値の単相関係数

注. ホ:Pく 005. **:Pく 001
比‐長さ刀周囲長

った。

2 両lE育牛の肢骨周囲長と仕上 ■lA重 との間で正の単

相関係数が得られた。
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